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１. 実施区域 

裾野市 

石脇区、佐野上宿区、佐野本宿区、佐野若狭区、佐野二区、上町区、緑町区、

元町区、富沢区、（南町区、）二ツ屋一区、（二ツ屋二区、）伊豆島田区、水窪

区、久根区、公文名一区、公文名三区、公文名四区、中丸中区、滝頭区、本

茶区、道上区、峯下市の瀬区、鈴原区、茶畑団地区、青葉台区、和泉区、麦

塚区、新道区、東町区、本通り区、日の出元町区、本村上中区、（本村下区、）

町震一区、町震二区、南堀区、和市区、遠道原区、切久保区、上原区、上須

区、深良新田区、岩波区、千福区、御宿平山区、御宿上谷区、御宿新田、御

宿坂上区、御宿入谷区、中村区、下条区（上ケ田区、矢崎区、）千福が丘区、 

※ （  ）は、路線が区の周囲（区と区の堺）を運行する区。 

 

 

２. 事業の内容・実施主体 

（１） 事業の内容・実施主体に関すること 

事 業 主 体 富士急シティバス株式会社 

運 送 機 関 一般乗合旅客自動車運送事業 

態 様 路線定期運行 

運 行 期 間 令和４年４月１日～令和５年３月 31日 

運 行 路 線 別紙のとおり 

運 行 日 平日 

○ 土日祝日、８月 13日～16日、12月 29日～１

月３日は除く。 

運行時間・運行便数 別紙のとおり 

運 行 車 両 ○ 低床ノンステップ小型バス 

（国土交通省許可車両） 

○ 車両寸法  

全長 6,990ｍｍ 

全幅 2,080ｍｍ 

全高 3,100ｍｍ 

○ 乗車定員 32名 

運 賃 体 系 別紙のとおり 
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（２） 公募の結果 

選 定 方 法 公募型プロポーザル方式 

スケジュール ・プロポーザル公告   令和４年１月 ４日 

・企画提案書の提出期限 令和４年１月 14日 

・審査会        令和４年１月 19日 

・審査結果の通知・公表 令和４年１月 21日 

応募事業者数 １社 

選 定 事 業 者 富士急シティバス株式会社 

 

 

３. 地方公共団体による支援の内容 

（１） 住民に対する利用促進施策 

① バス・タクシー利用助成制度 

② 広報による路線の周知 

（２） 欠損額に対する補助金の予算措置 

裾野市生活交通路線維持補助金交付要綱に基づく交付 

（３） 地域住民と連携した利用促進策 

バスの乗り方教室の実施 

   

 

４. 実施予定期間 

令和４年４月１日～令和５年３月 31日 
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５. 事業実施に必要な資金の額・調達方法 

項目 総事業費 内訳 
調達方法 

実施年度 
調達主体 （補助金等） 

民間バス

路線によ

る継続 

8,901 

千円 

補助金 

3,000 

千円 

裾野市地域

公共交通活

性化協議会 

地域内フィ

ーダー系統

確保維持費

国庫補助金 

令和４年度 

補助金 

3,000 

千円 

富士急 

シティバス 

株式会社 

裾野市生活

交通路線維

持補助金 

令和４年度 

その他 

2,901 

千円 

富士急 

シティバス 

株式会社 

運賃収入等 令和４年度 

 

 

６. 事業の効果 

項目 民間路線バスによる継続 

事業効果 

○ 目標値（2022 年）として「年間利用者数 

6,800人」を設定。 

※ 東急線、すそのーるの利用者が引き続き利

用する移動手段として、裾野市地域旅客運

送サービス継続事業を実施する。東急線、

すそのーるの利用実績をもとに算出した上

記「年間利用者数」を、引き続き利用する

人数として見込む。 

裾野市地域公共交通網

形成計画での目標にお

ける位置づけ 

○ 評価指標（アウトカム指標）として「「バス

路線や便数」の満足度」を設定。 

⚫ 計画策定時（2016年） 2.7％ 

⚫ 目標値  （2022年） 13％ 

 

 


